
ピーマン環境制御技術マニュアルの作成と所得向上 

［要約］  

本マニュアルは、ピーマンのハウス内環境制御技術の理論から技術の導入実践までを体系

的に解説し、更なる増収技術として日射比例炭酸ガス施用技術や主枝２本垣根仕立て等を紹

介する。マニュアルの活用により環境制御技術による安定した増収と所得向上が可能となる。 
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１．背景・ねらい 

  当所では、ピーマン経営の所得向上を目的に、ハウス内環境制御による増収技術の確

立に取り組んでいる。これまでに得られた研究成果を踏まえて、ピーマンのハウス内環境

制御技術により増収を目指す生産者を対象に、理論から技術の導入実践までを体系的に解説

し、具体的に開発・実証した環境制御技術を紹介するマニュアルを作成する。生産者が本マニ

ュアルを効果的に活用することで安定した増収と所得向上につなげることをねらいとする。 

 

２．成果の内容・特徴  

  １）本マニュアルは、「１ ピーマンの光合成特性」、「２ 環境制御の導入ステップ」、「３ 

環境制御の実践方法」、「４ 環境制御を使ったさらなる増収技術」、「５ 環境制御技

術の現地実証事例」及び「６ 参考資料」の６章で構成される（図１）。 

 ２）環境制御の実践方法の章では、ハウス内環境のモニタリングの重要性や機器

選定について解説するとともに、炭酸ガスの施用方法等を説明している（図２）。             

 ３）環境制御を使ったさらなる増収技術の章では、環境制御技術と環境制御に向く仕立

て法である主枝２本垣根仕立て（令和７年度鹿島特産）を組み合わせることで、より

増収と所得向上が可能であることを説明している（図３）。また、日射比例炭酸ガス施

用技術、主枝２本垣根仕立て、日射量に応じた遮光カーテン開閉技術の組み合わせに

より、促成栽培では合計収量と売上が対照と比べて増加し、所得は 29％増加すること

を説明している（令和７年度鹿島特産）。 

４）環境制御技術の現地実証事例の章では、開発技術の現地検証結果や技術導入時の留

意点を記載している（図４）。 

 

３．成果の活用面・留意点 

  １）普及対象は、鹿嶋市・神栖市のピーマン生産者とする。 

  ２）所内及び現地試験の供試品種は「みおぎ」である。 

３）環境制御技術導入の際には、各ハウス設備や栽培環境に応じた調整が必要である。 

 ４）マニュアルは当所ホームページにて入手可能であり、新技術の追加に伴い随時改訂

する。 

５）マニュアルの複製、転載及び引用にあたっては事前に当所に相談する。 



４．具体的データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．試験課題名・試験期間・担当研究室 

トマト、ピーマンにおける ICT を利用した環境制御及び周年安定生産技術の開発・令

和３年度～令和７年度・鹿島地帯特産指導所 

図３ 環境制御を使ったさらなる増収技術

（主枝２本垣根仕立て解説）  

図４ 現地実証事例紹介  

（鹿嶋・神栖地域）  

図１ 目次  図２ 炭酸ガスの施用方法（４つのポイント）  


